
仕様書 

１ 業務名 

消防局庁舎環境衛生設備管理業務 

２ 履行期間 

令和４年４月１日から令和５年３月31日まで 

３ 対象施設 

札幌市消防局（札幌市中央区南４条西10丁目） 

【階   数】 地下２階・地上８階建て 

【延べ床面積】 8,503㎡（各階平面図は別図のとおり） 

４ 業務内容 

項目 回数 備考

空気環境測定（６項目） 
２か月以内ごとに１回 

(同一測定点を１日２回) 

浮遊粉塵、一酸化炭素、二酸化炭素、

温度、相対湿度、気流の測定 

給

水

管

理 

飲

料

水 

水

質

検

査 

残留塩素測定 ７日以内ごとに１回 
・給水栓末端で採水すること。

・金属５項目は、初回の検査で水質

基準に適合した場合は次回に限り

省略可とする。

省略不可11項目 ６か月以内ごとに１回 

金属５項目 
１回(５月までに１回測

定） 

消毒副生成物12項目 １年以内ごとに１回 

受水槽（二槽式、12 ㎥）

の清掃 
１年以内ごとに１回 

・清掃前後に水質検査（残留塩素測

定）をすること。 

給

湯

水 

水

質

検

査 

残留塩素測定 ７日以内ごとに１回 

・給水栓末端で採水すること。

・金属５項目は、初回の検査で水質

基準に適合した場合は次回に限り

省略可とする。

省略不可11項目 ６か月以内ごとに１回 

金属５項目 
１回(５月までに１回測

定） 

消毒副生成物12項目 
１年以内ごとに１回 

(６～９月に実施) 

雑

用

水 

水

質

検

査 

残留塩素測定 
７日以内ごとに１回 

・給水栓末端で検査すること。
PH値、臭気、外観 

大腸菌群、濁度 ２か月以内ごとに１回 

井水槽（296㎥）の清掃 
１年以内ごとに１回 ・清掃前後に水質検査（残留塩素測

定）をすること。 

消火水槽（24㎥）の清掃 １年以内ごとに１回 ― 

雨水槽（25㎥）の清掃 １年以内ごとに１回 ― 

排

水

管

理 

排水設備の清掃 ６か月以内ごとに１回 

・ｶﾞｿﾘﾝﾄﾗｯﾌﾟ等の油分離槽２箇所

（総容量：2.5㎥）

・排水管（汚水管）その他附属設備

の総延長224ｍ 

・汚水槽１箇所（容量：29㎥）

・排水設備内の沈殿物等は、外部へ

搬出して処理すること。 

・油分離槽、排水管（汚水管）、集

排水溝及び排水ﾏﾝﾎｰﾙは高圧洗浄

を行うこと。

ねずみ・昆虫等の防除 ６か月以内ごとに１回 
・作業箇所は施設内全体8,503㎡と

する。 

※期間中における検査実施時期は、別途調整する。



５ 業務の実施計画等 

受託者は、業務の実施にあたり事前に実施計画書を作成して委託者の承認を得ること。また、

業務は「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」等の関連法令に基づき行うこととし、

業務開始時に建築物環境衛生管理技術者を選任し、建築物環境衛生管理技術者であることを証す

る免状等の写しを委託者へ提出すること。 

６ 特定建築物維持管理報告書の作成及び報告 

建築物における衛生的環境の確保の関する法律第11条第１項に基づく、特定建築物維持管理 

報告書を作成し、本市保健所が定める期日までに保健所へ提出すること（併せて写しを委託者に

提出すること）。 

なお、報告書作成にあたり必要な情報は委託者から提供する。 

７ 業務報告書の提出 

受託者は、業務終了後、速やかに業務報告書（必要に応じて作業状況及び現場状況がわかる写

真を添付）を提出すること。 

８ 費用の請求等 

当業務の支払いは毎月とし、完了届の提出後、委託者が実施する検査に合格した日以降、本市

指定の請求書により請求することとし、支払いについては、適正な請求を受けた日から 30 日以

内に支払うものとする。 

９ 安全管理 

⑴ 受託者は、業務の実施にあたっては、委託者及び業務従事者、第三者に対する事故の防止に

十分注意するとともに、事故に対する一切の責任を負う。

⑵ 業務の実施にあたって、備品及び設備等を破損し、または破損個所を発見したときは、直ち

に委託者へ連絡のうえ、適切な処置をとる。

10 その他 

⑴ 点検に必要な工具、計測機器等の機材は、設備機器に付属して設置されているものを除いて

受託者の負担とすること。

⑵ 保守に必要な消耗部品、材料（防そ防虫網等）及び油脂等は、特記がない限り受託者の負担

とすること。

⑶ 清掃に必要な資機材は受託者の負担とし、必要に応じて整備・取替等を行うこと。

⑷ 各種清掃により生じた産業廃棄物等については、法律に基づき適正に処理すること。

⑸ 本業務の履行においては、本市の環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷低減に努める

こと。

⑹ 受託者は、業務従事者に清潔な服装を着用させ、胸部に名札を付けさせること。

⑺ 札幌市消防局庁舎管理要綱第22条の規定に基づき、「常駐業者等の通知書」（別記様式）を業

務の履行開始日の前日までに提出すること。

⑻ 業務従事者は、新型コロナウイルス感染症をはじめとする、感染症への感染拡大防止策（マ

スクの着用、手指の消毒等）の徹底に努めること。また、業務を実施する際は、必要最低限の

人員とすること。

⑼ 本仕様書に定めがない事項は、双方協議のうえ、これを決定する。

11 発注担当 

札幌市消防局総務部総務課庶務係 TEL 011-215-2010 



別記様式 

 

令和  年  月  日 
 

庁 舎 管 理 責 任 者  様 
 

（住所） 
（商号又は名称） 
（体表者氏名） 

 
常 駐 業 者 等 の 通 知 書 

 

会社名・所在・電話 (フ リ ガ ナ) 
氏   名 生年月日 

業 務 内 容 
及 び 期 間 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

※ 常駐業者等とは、札幌市消防局庁舎において、昼夜にわたって勤務する業者（常駐

業者）及び概ね月１０回以上出入りする業者（常駐出入り業者）をいう。 









予防課
鑑識室

<地下２階>

機械室

便所

中央署
物品庫

物品庫

物品庫

監視室



<地下１階>

仮眠
室

ＥＶホール

塵芥処理室

ＥＶ

ＥＶＥＶ

ＥＶホール

男子
便所

女
子

運転手
控室

ロッカー室

物品庫

物品庫

書庫
物品庫

車 庫



<　１　階　>

玄関ホール
玄
関

風
除
室

防災センター

車 庫

ＥＶ

ＥＶＥＶ

ＥＶホール

脱衣室

浴室

更衣室

仮眠室

洗面所便所
廊下

滅菌室

廊
下

廊
下

仮眠室



<　２　階　>

ＥＶＥＶホール

吹き抜け
（玄関ホール）

事務室

廊 下

男子便所

女子
便所

身障者用
便所

ロッカー室

待機室

会議室

会議室

湯
沸
室

事務室

ＥＶＥＶ

廊下
ＥＶホール

廊
下

自家発電設備

自家発電

設備用

オイル

サービスタンク



<　３　階　>

ＥＶホール

ＥＶ

ＥＶＥＶ

ＥＶホール

事務室

事務室 ロッカー室

更
衣
室

会議室

会議室

ロッカー室
会議室

洗面所

脱衣室

印
刷
室

男子便所

湯
沸
室

女子
便所

廊下

廊
下

物品庫

物品庫



<　４　階　>

事務室

特別会議室

総務課・職員課

総務課
会議室

事務室

特別会議室

ＥＶホール

男子
便所

湯
沸
室

局長会議室階段室 局長室

ロッカー室

階段室

ＥＶホール ＥＶ

ＥＶＥＶ

女子便

物品庫

受変電設備



<　５　階　>

警防部長

女
子
仮
眠
室

ＥＶＥＶ

ＥＶホール

男子仮眠

ＥＶ

消防指令管制センター

男便所

女便所

湯
沸
室

階段室

階段室

ＥＶホール

事務室

救急安心センター

会議室

廊下



<　６　階　>

ＥＶＥＶ
物品庫

ＥＶ

コンピューター

事務室 ロッカー室

ＥＶホール
ＥＶホール

階段室

階段室

廊下

男便所

湯沸室
女便所

事務室

CVCF室



<　７　階　>

ＥＶＥＶ

ＥＶ

ＥＶホール

階段室

男便所

湯沸室

Ａ講堂 B講堂 C講堂

廊下

階段室

ＥＶホール

女便所

物品庫

警防会議室

物品庫



< ８ 階 >

階段室

階段室

機械室

機械室


